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長久手市教育大綱（案）2/25会議 

 

 

 

 

 

 

教育理念 

人間力を育み、いつまでも、健やかで、夢と生きがいを持ち、成長できる人づくり 

～自然共生・地域共存・多様性尊重を根本に～ 

教育方針 

いい学校に入り、いい会社に入り、たくさんお金を稼ぎ、いい生活をする。上昇志向

に身を焦がし、効率、完璧さを追求しすぎて、社会訓練が不足したまま経済的成功や社

会的地位の向上勝ち組を目指す。成績優秀な人を集め、効率・完璧を追求し、業績を伸

ばし、勝ち組になる。こうした生き方を皆が追い求める時代が続いてきましたが、その

結果、現代社会は、様々なひずみを抱えることとなっています。今、私たちは、これま

での価値観を見直す時期にきています。 

このため、人が人間らしくあるために不可欠な理念と考えられる次の３つを、教育の

あり方を考える上での根本に据えて、取り組んでいきます。 

 

１ 人は自然の一環にあり、自然の大切さ、命の尊さを再認識し、自然との

共生を図る 

 

２ 地域・家庭・学校が価値観を共有し、多様な人が関わり合いをもつ 

 

 

３ 多様な人々の存在を認め合い、尊重する人づくり（人を育む） 

 

 

長久手市教育大綱（案）修正案 

はじめに 

「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の改正に伴い、市長が教育委員会との

協議・調整の場である総合教育会議を設置し、教育、学術及び文化の振興に関する総

合的な施策の大綱（以下「教育大綱」という。）を定めることとなりました。 

本市は当分の間、人口が増加すると予測しているものの、その後は超高齢、人口減少

社会が到来します。この新しい時代に対応するには、多様な価値観を認め合い、誰も

が幸せに感じる社会を築いていけるよう、まちづくりの当事者となる人材を育ててい

く必要があることから、教育大綱を定めます。 

教育理念 

人間力を育み いつまでも健やかで夢と生きがいを持ち 成長できる人づくり 

～自然共生・地域共存・多様性尊重～ 

教育方針 

  現代社会は、物質的な豊かさや快適さを追い求めてきました。その過程において、

地域や家庭の絆、つながりが希薄化し、いじめや引きこもり、虐待など様々な社会の

ひずみは、さらに深刻化してきました。私たちは今、これまでの価値観を見直す時期

に来ています。 

  そこで、人が人らしくあるために不可欠な次の３つの方針を、教育のあり方を考え

る上での根本に据えて、人づくりに取り組んでいきます。 

 

 

１ 自然の大切さ、命の尊さを学び、自然と共生する 

 

 

２ 地域で家庭や学校を支え、関わり合いながら、向上心をもって、とも

に成長する 

 

３ 多様な人々の存在や価値観を認め合い、まざって暮らす 

 
 

※    は、変更 

※    は、削除または、修正 


